
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆米国と中国による貿易戦争(覇権争い)、英国のＥＵ離脱など、『自国ファースト』が進行 

する中において、2019年はすべての企業で非常に難しい経営判断を迫られています。 

◆このような状況において、１世紀を超えて闘い抜いてきた『100年企業の存続と繁栄』 

の中身を改めて確認することは、時弊から脱却する大きなヒントになります。 

◆そこで、今回のセミナーでは、誰もが知る『物づくり』の代表格として“東芝”、『事づ 

くり』の代表格として“松竹”に、100年企業の社内に潜む経営哲学や企業文化、組織 

風土などを現場経験者に直接ご登壇頂き、存続と繁栄の中身に迫ります。 

◆そして、あの泉谷渉氏に当セミナーの司会･進行を委ね、東芝と松竹の経営哲学を。より 

一層導き出すべく、参加者を巻き込んでのパネルディスカッションも行います。 

◆従来と一味違う内容ですので、この機会を逃すことがないよう、ご案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 日 時 ２０１９年 １月２４日(木) １３時３０分より 

◆ 会 場 連合会館 402会議室 ※ＪＲ御茶ノ水駅：徒歩５分 

◆ 定 員 ５０名（先着順） 

◆ 参加費  ７,０００円／名（税込） ※事前振込 

◆ 主 催 
企業 100年計画 株式会社 ☎ 03-3371-7029 

東京都新宿区西新宿 7‐2‐10 栄立新宿ビル 3階 

◆ 共 催 
事業承継研究所  東京都新宿区四谷 2-9 ＮＫ第７ビル 7階 

株式会社 庚 伸  東京都中央区八丁堀 2‐26‐9 ｸﾞﾗﾝﾃﾞﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 3階 

 

 

 

 

 

≪今回の３つのポイント≫ 

① 100年企業たる東芝と松竹が、その存続と繁栄の中身を語ります。 

② その東芝と松竹がパネラーでも登壇し、参加者を巻き込んで徹底討論。 

③ また、女性力にも光を当て、100年企業の経営哲学を導き出します。 

≪物づくりの代表格≫      ≪事づくりの代表格≫ 

 

 

 

 

東 芝 ＜創業 1875年＞ 松 竹 ＜創業 1895年＞ 

◆過去に何度も経営危機に立ちながら 

も復活する東芝の底力の原点を語る。 

◆総合エンタテイメント企業として存続 

＆繁栄する『松竹のＤＮＡ』を語る。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 参加申込書 】 

●下記に必要事項をご記入頂き、メールまたはＦＡＸにて参加申込みをお願いします。 

●申込み後、参加費の請求書をメール送信します。 

●入金確認後、会場地図と参加票をメール送信します。（当日会場にて名刺と一緒にお渡し願います） 

●なお、入金の遅れにより満席になってしまった場合は、返金させて頂きます。 

●参加確定後、1月 18日(金)以降のキャンセルにつきましては、返金できませんのでご了承願います。 

 

 

 

会 社 名 
 

所 在 地 
〒 

 

従業員数  Ｔ Ｅ Ｌ  

参加者名 

① 

 

 

役 職 名  

E-Mail  

参加者名 

② 

 

 

役 職 名  

E-Mail  

 

 

第１部 時弊からの脱却は“事業は人なり”と“国家 100年の大計”なり 

企業 100年計画㈱ 代表取締役 市岡孝治 

第２部 あの 100年企業が自ら語る自社の存続と繁栄のＤＮＡ 

映像制作･撮影（フリー） 中橋嘉久氏 

東芝トレーディング㈱ 代表取締役 長谷川功宏氏 

第３部 ＩoＴ時代を切り開くニッポン 100年企業、100社を語る！ 

～ 自動車･ロボット･半導体･センサーで大活躍のステージ ～ 

㈱産業タイムズ社 代表取締役 泉谷 渉氏 

第４部 ニッポン 100年企業の存続と繁栄の経営哲学を導き出す 

 

会場の方々を巻き込んで、100年企業に関する熱い討論の場を提供します。 

第５部 懇親会（ビール＆おつまみ付） 

企業 100年計画株式会社 行（ﾒｰﾙ：100@100-nen.com ／FAX：03‐3371‐7036） 

お申込みの際にご記入頂く個人情報は、当セミナーの受付業務のために利用するほか、当社のセミナー案内にも利用させて頂きます。 

13：30～ 

14：00～ 

16：00～ 

17：00～ 

 

18：00～19：00 

参加費の入金をもって参加確定とさせて頂きます。 

パネルディスカッション 

企業 100年計画 

松竹：元カメラマン 

東芝：元執行役上席常務 

司会･進行：泉谷渉氏 

mailto:100@100-nen.com

